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する協力効米の相対値を,両プロビット平面の垂直距

離をもって出わすと,その差は曝露時間が長びけは長

びくほど減少し,約312分に達したとき.両者はほぼ

ひとしい協力効果をしめすということが可代である.
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Summ8ry

Comparisonofsynergisitcactionofanti･resis･

tantDDT and DMC with DDT againstthe

commonhouseflywasmadebytheimpregnated

filterpapermethod.Inthecaseofanti･resistant

DDT,amountofthedepositwasasimportantas

exposuretimeindeterminingthemortality.On

thecontrary,inthecaseofDMC.exposuretime

wasmoreimportantthanamountofthedeposit.

Theimportanceofdepositindetermining the

mortalitywasthesameinbothsynergists. If

thedifferenceofsynergisitcactionbetweentwo

chemicalswasexpressed bythemean probit

difference,thesynergisitcactionofanti･resistant

DDTwithDDTwasgreaterthanthatofDMC

withDDTwhentheexposuretimewasShorter,and

thedifferencewasdecreasedwiththeincreaseof

exposuretime. Thesamerateofsynergism in

bothchemicalswaspredictedtheoreticallywhen

theexposuretimereachedto312minutes.

DIEEcrenceinSu8CeptibilitytotheLetl181EffectofMahthionbetweenAdult80EtheCom一

momHouseFJy.MuBCadomeetEcatTfc-'naAhcq･,rearedOTLtlleCultureMediurrLprepared

withHOk8rA"And ThoseOmtheCSMA CuJttlreMedium. ProblemsontheBreedingof

InsectsforBiologicalAssayofInsecticides. XL.SumioNAGASAWA,MichiyoSmBA,andShuko

FtlSlrLh【1(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu,Shizuoka).ReceivedMarch29,1965.

Botyu･Kagaku,30,1965･(withEnglishSummary,66)

13.豆腐粕および CSMA増基で それぞれ飼育された イエバエの Malathionに対する感受

性の相違 殺虫剤の吐物試験用別 lの飼仰 こ関する謂間組 節40印･長沢細大 ･柴三千代 ･伏見王子

(イハラ出光研兜所) 40.3.29受刑

CSMA培2.ちで別行したイエバエと.i-L飼料F,t'H.ちでB"]-ffLt:それとの malathionに対すろ感受性は

滴下法による誠畝の泉ri火からほほひとしいことがたしかめられ1:.

イエバエを大量累代飼育するための幼虫の飼料とし

て,米田ではすでに長年にわたって,CSMA(Chem-

icalSpecialitiesManufacturesAssociation,Inc･)

の獅'T(処JJ淵 による和合飼料が広くもちいられている

が,不率にしてわが(lqでは,末だこの種の材料を常時

使用しうる段断に預っていない.わが国で今日広昭四

にもちいられている別抑よ,.ii何#Llと即時粉末を主材

料とするもので8), さきに叩7才はこれによって朗fT.し

たイエバエと,馬糞培)i.11によったもの7). また'AS火F.汚

兆 3)によったものの,謂柾の殺山剤に対する!･._G受性o)

机L!を光明した9). 今Fnj本文においてのべようとする

ことは.CSMA培基によってその助山川を別fTAした

ものと,さきの豆腐相培基で飼育したそれとの, mal

lathionに対･)･る感受性の相違を究明した純粋 ごある.

なお火映純米の朋抑 こあたっては,対照区における光

死キミをIP3.TBにいれて.非昆一致死率回帰直線の方程式

を詐定する Finneyの方法一,5,6)の適用を試みた.本

文に入るに先立ちCSMA培基を送付されたカルフォ

ルニヤ大学昆虫学及び寄生虫学教室の M.M.Morris

氏に謝意を表する.

実験材料および方法

tJû 砧出 :この実験 にもちいた イエバエ Musca

domcsLl'cav,'CrnaMacq.は,いわゆる高槻系と称せ

られる10咋余の射 ℃飼fT'系統である.この幼虫期を如

ffするために川いた_TL何R'1灼JJ;･は,豆閑約50.糊5,
耐母rJIJ米0.50)処方にIJIJ3むね叩ずるもので.CSMA

柄).riに.1こ/,朗lTlu,そのBL'/i:にしたがってJ,･こなった.

ポットをもちい,その Jl.翔Sは-木的仰C)I,･I,･いなした.
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幼山が,成熟に達した頃,その上層部へバーミキュラ

イトの粉末を,5cm ほどのあっさにいれ, 蛸化をた

すけた.矧ま羽化前にこれをふるい出して髄にうつし

た.羽化した成虫には砂糖と水をあたえて飼育した.

羽化後4-5日目に炭酸ガスで麻酔して雌雄を分け,

その雌個体をもちいた.

供試薬剤 :この尖験に用いた malathion,S{1,2-

bis(ethoxycarbonyl)ethyl〕0,0-dimethylphos･

phorodithioateは, 有効成分95%合有を表示する

researchgradeの試料である.扱高渋皮1.OFLg/mm3

のアセトン浴液を誹倣 .Wi次倍昆稀釈して,7段階の

光量階級において火映した.

実験方法 :桝誠仙別封ままず炭酸ガスで麻酔し,その

胸背部に microsyringeを用いて,1個体あたり1/̀1

滴下処理した.処理個体は約40匹を1組として,田径

9cm,高さ5cmのガラス容器にいれ,網蓋をかぶせ

てその上から,脱脂綿にひたした稀釈牛乳をあたえた･

24時間後にその生死を記録した.実験は1964年2月17

日-3月2日の問に,1濃度について4回くりかえし,

これを合計した.別にアセトンだけを処理した対,P.(t実

験を,おなじ数だけくりかえした.飼育実験ともに臥

皮25oC,関係湿度約60%の環境灸件下においておこ

なった.

実験結果と考察

突験の結果を表示すると節 1表の ごとくである.

Table1. Relationbetweendosageofmalathionappliedandpercentmortalityoffemaleadults
ofthecommonhousefly,MuscadomesticazJictnaMacq.,rearedontheCSMAandtheHOkara"
culturemedia.

tsMA

Dosage No. of
/Ig/♀ fliesused

No.of
fliesdied

LL-̀~~okaTfTt

Percent No. of
mortality fliesused

lOO 160

100 160

88.8 165

55.6 160

18.1 161

12.1 164

10.4 164

No.of Percent
れiesdied mortality

l60 100

160 100

145 87.9

74 44.8

20 12.4

15 9.1

12 7.3

1

0.5

0.25

0.125

0.0625

0.03125

0.015625

2

0

0

0

0

7

▲4

6

6

6

6

6

5

5

62

60

42

89

29

19

16

:

r:

:

Control 163 15 9.2 Ⅰ63 10 6.1

CSMAEt'iJlで別f1-したもの,豆腐拍培31･によって飼

rffLたもo).それぞれの対lT.(l区における範死率は9.2

および6.1%である.従来.対,P.(t区においてこうした

雅死率o)みられた勘合,つぎにしめすようないわゆる

Abbottl)の抑止式によって,致死率を祁正して計界

段階に入っていた.

P=(P'-C)/(I-C)

ここで Pは補正殻虫率,P'は処理区の致死率,Cは

非剤処FJiをおこなわない場合の自然の発死率をしめす.

しかしここで注意しなければならないのは,このよう

な似合火際に兆物に曝指された数は,そこに用いられ

た放,すなわち nそのものでなく,平均して,n(1-

C)という形f._.･もってあらわされる数でなければなら

ないということである.この考えは,早くはBlissに

よって指摘されていることを Finneyl)はしるしてい

ち.

これに対処する-1･･段として,Finneyは自然の苑死

叶ミCを暫起的にきめて計辞をすすめる枝光節法をこれ

にとりいれ.あわせて対lT.(t区における鞄死-*が.0で

ある似合に用いられている,従米のプロビット計算で
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あたえられる誼み係数 W=Z2/PQを

Z2

W=両

の形にかえ,これにもちいた個体数nを乗じて歪みと

した.

この Wについては,Cが0から90%までを1%ご

とにきざみ,期待プロビットを0.1ごとにきざんで.

この両者に対応する値を計算して,Wの出としてしめ

した (Finney:ProbitAnalysis邦l誌と).それ放C

がきまれば,これと那 寺プロビットYとのまじわyi'山
を節Ⅰ表からよみとり,これを並み係数Wとすればよ

い.勿論 Cが0のときは, 班池の並み係放 W-ZL/

PQに91111冴することは当然である.すなわちCが0

,%以上o)ときは.捌待プロビットに対肘 )一る W-ZL/

pQ に P/(p･7㌔ )をかけたのが新 船 である･

Cが5,%より小さいときでも,Wの伯の娘少する割合

はなおかなり大きく,とくに期待プロti'ットが小さい

場かよその割合は大きい.C-0のときをのぞいてW

は Y-5を中心として対IT.(t的に減少せず, その減少
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Tab一e2. Analysisoftoxicitytestresultsofmalathionforthecommonhouseflyrearedonthe
CSMAmedium.

Logdose Em･
(+2.00) ♪ pirical

J 〝 r ♪' (C-10.0)probit
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1
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1

1

00

70

40

10

80

50

20

2

1

1

1

0

0

0

100

100

88.8

55.6

18.1

12.1

10.4

6

4

2

0

8

6

4

8

7

6

5

3

2

1

8
8

.
16

02

66

00

3

6

5

3

3

2

6

7

0

3

4

00

00
87

50
.
9
.
a

o

r:

:

w nw x'-0/Z

0.00212

0.05547

0.32900

0.52087

0.18840

0.00424
0.00000

0.34 0.26 8.86

8.88 0.37 7.77

52.64 0.59 6.16

83.34 1.25 5.00

30.14 4.56 3.67

0.67 44.29 3.26

0.00 1634.00 7.68

Controls 163 15 9.2

Sum 176.01

nwx nwxl nwy "wx2 nwLX/ 〝WX12 nwxy nwxly nwy2

0.6800

15.0960

73.6960

91.6740

24.1120

0.3350

0.…

0.0884

3.2856

31.0576

104.1750

137.4384

29.6743

0.…

3.0124

68.9976

323.7360

416.7000

110.6138

2.1842

0.0000

1.3600

25.6632

103.1744

100.8414

19.2896

0.1675

0.0000

0.1768

5.5855

43.4806

114.5925

109.9507

14.8372

0.0000

0.0230

1.2157

18.3240

130.2188

626.7191

1314.2747

0.0000

6.025 0.783 26.69

117.296 25.529 536.ll

453.230 191.004 1990.98

458.370 520.875 2083.50

88.491 504.399 405.95

1.092 96.738 7.12

0.000 0.000 0.00
205.5930 305.7193 925.2440 250.4961 288.6233 2090.7752 1124.504 1339.329 5050.35

x--Snwx/Snw-1.1681 度'-Snwx'/Snw=1.7369 夕-S〃zuy/S〃W=5.2568
Sxx-Snwx2-.fSnwx-250.4961-240.1532-10.3429

Sxx'-Snwxx'-BSnwx'=288.62331357.1107--68.4874

Sx'x'-Snzul'21度′Snwx'+〔ne(1-C)/C〕-2090.7752-531.0039〔+1467〕-3026.7713

Sxy-Snwxy-･fSnwy-1124.504-1080.778-43･726

Sx'y-Snwx'y一元'Snwy+〔ne(C-C)/Cコ-1339･329-1607.056〔-13.04〕ニー280.767

Syy-Snwy℡一夕Snwy+〔nc(C-C)2/C(I-C)コ-5050･3514863.82〔+0.12〕-186.65

墓は yの位が大きい場介より.小さい場合の方が大

きい.

計算噸序の説nJ]が逆になるが, 節2卦 こかかげた

CSMA培基の実験結果を計界する数tlttから例をとっ

てしめすと,この場合の C-0.10であるから.

C/(I-C)-0.10/(1-0.10)-0.10/0.90-0.111

となる.‡耶寺プロビット Y-6.2に対LLH-ろ致死は.

プロビットの談を逆によんで

P=0.885

なえろ.批に

p/(p･ll-Ci-C-)-0･885′(0･885+0･111)-0･885/

0.996-0.88855

C=0のときの Y=6.2に対応する重み係数 Z2/PQ

を. 郡IIJlからよみとると0.3703となる. それ 故

Y=0.10のときの_7T(み係数は

W-0.3703xO.88855-0.32903

つぎに期待プロビット y-5を巾にして,y-6.2と

相対する位置にある,Y-3.8に対応する_Trtみ係敬を

もとめると,つぎのごとくである.すなわち y-3.8

に対応する致死王的まプ｡ビットの滋から

p-0.115

なえる.放に

I,/(p･(-iC_-tl-)-0･115′(0･115･01111)

-0.115/0.226

-0.50885

C-0のときの Y-3.8に対応するmみ係数 Z2/PQ

は0.3703,それ枚 Y-0.10のときの歪み係数は

W-0.3703xO.50885

-0.18843

すなわち Y-6.2のときの W-0.32903で,Y=3.8
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のときの W-0.18843で, その値はひとしくなく,

Y-3.8のときの Wの方が小さい.これらの値は全部

計算されて第 1表にしめされている.大抵の計算では

Cの値は1%までのもので充分で,第 1表の数値から

祁挿法によって,さらにこまかい値をもとめる必要は

まずないであろう.さらにこまかい数値が必変の場介

は,上にのべたような方法で計許すればよい.

実際閥鑑としてCを確実にしろことは,ごく稀な場

合にしかできない.哲血は細処刑対附区の兜死乳 ま

た低沢皮処理区の致死率から大凡を兄も'iらなければな

らない.もしこの細処万世対11.(t区の供試個体数が,各々

の炎爪胆級に用いられた個体数にくらべて,かなり大

きい似合は,Cは対冊区の兜死率から大凡妥当な見机

りがTJJ経である.普通は鯉処理対照区における苑死率

Cと,低浪皮処理区における致死率とから.妥当とお

もわれるCを暫定的に兄も'1るわけであるが,この低約

度処理区の致死率 L)'が Cよりも小さいときは, Cは

尖の自然苑死率Cよりも overestimateであるから,

この亡よりも小さい数値をCにえらび,反対にいくつ

かの低氾皮処別区における. 一辺の P'の値がほとん

どFJ]じで.しかもそれがCよりも大きい場合は,この

Cは underestimateであることをしめしており, こ

のようなときはCよりも大きい値をCにえらぷのが適

当である.これは実験船米の数値を比岐検討するか,

または批庇と致死率との関係をえがいた.シグモイド

IHl線の形からきめればよい.

こうした研念をもととして,投光法による-#虫-致

死率回付線の方程式の計罪法をのべよう.この噸F3';は

さきに,長沢 ･篠原10･11)が化学的不妊剤の効力を兄もIl

る際にもちいた,話卜故的光験記録の盤皿にも､ちいた統

計的手法と.きわめてよくにている.

邦2袈第1欄xは,雌1個体あたりの処理水銃の対

数である.ただここで,負数をなくして計算を政利に

するために,これに2がくわえられている.節2欄 n

ほtlも拭山秋で,第3欄 Yは致死数で,節4欄p'は致

妃埠吋 ある.ここで対照区における興死率は9.2%で,

lLilは肌庇における致死率10.4,%であるから,そのrrlFt'il

の10,%を自然の粒列消iCとまずおいてみる. つぎに

Abbottの式 p-(P'-C)/(1-C)によって祁正致死

率をもとめる. 邦'5欄♪の放fLltがそれである. 節5
欄の致死率に対応するプロt='ットを, 誠 (Finney:

ProbitAnalysis m'Ⅰ誠) からひいてかきいれたの

が,節6欄の放 肌で,これが empiricalprobit, す

なわち実験LLEiのプロビットである.これと節1欄の炎
_fTiの対数xとの関係をグラフに打点し,これを刑足す

るような一線をひき,これからJに対応する℃ すな

わち糊待プロビットをよみとる.邦7欄の数値がそれ

である.つぎに第 征衣を用いて,C-10の欄の y に

64

対応する歪み係数Wをよみとる.節8欄の数値がこれ

で,これに第2欄の供試個体数をかけたのが節9欄の

nw,すなわち歪みである.第 Ⅰ表からYに対応する

Q/Zをよみとり,これを補助変数x'とする.節10日切

の数肌がそれである.

つぎに計許のための workingprobityを,'li'f法に

より辞疋したのが耶11欄の敷地である.このように設

起された数値を基として,邦2表の後半およびその下

段にしめしたような唄序で.Sxx,Sxx',Sxx'.SLYi,I

よぴ Sx'yを求める.つぎに暫定的に設けられた日貨氏

の範死率Cに対して,其の兜死率をもとめるための祁

正量を∂C とすると,修正された回帰ILE線の位把とJJ一

向に関する3つのパラメ-タ-,切片G.勾WLu J,.よ

び∂Cは,さきの計欝によってえられた数的から.つ

ぎの3式によってもとめえられる.

bSxx･了覧 sxx･-sxy･

bSx山了等 sx,x,=sx,y

および a-ター- 了覧 x-′

なおこの失敗には,溶媒だけの対.q実験がなされてい

て, これには 〃8-163匹がもちいられ. そのうちの

r0-15が兜死し,雄死率 C-9.2がもとめられている

から, 上の式を解く際には, さらに Sxx'に nc(1-

C)/Cを.Sx'yに 〝C(C-C)/C をくわえておく必要

がある.それは節2裂の下段にしめしたごとくである.

上の式のそれぞれに数伯を代入すると,下記の方程式

がえられる.

･013429b-68･4874(-1% )-43･726

-68･4874b･3026･7713(了覧 )ニー280･767

この式からbおよび ∂C/(1-C)のLu'ほ もとめるには

つぎのような逆行列法でもとめると容易である.すな

わちAをつぎのごとく正義すると

A-SxxxSx'x'-(Sxx')2

-10.3429×3026.7713-68.48742

逆行列は γ=(::: ::≡)

=(;::'.'JJ 慧 :二)
=(30喜;.'47:;43;三 ;≡:;;;;:≡)

=(:霊 …;;;; ::.:≡;;……)

故に

b-43.726XO.1137240-280.767X0.0025733
-4.2502
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I5よぴ

-1等 -43･726×0･00257331280･767×0･0003886

-0.00341

のころひとつのパラメーターGは,さきにしめした式

にこの b･一覧 の帆 れたび郡2･Jll:- Ld,Lた

1.X',yの加れVIE･JfLltを代入して.つぎのごとくもと

めえられる

α-5.2568-4.2502×1.1681-0.00341×1.7369

-0.2862

これからもとめる薬晃一致死率阿州方程式は

y-0.2862十4.2502∬

となり,自然の祭死率は

C+∂C-0.10+0.00307-0.10307

-10.3%

となる.｣･.の Y-0.2862+4.2502xの式に, 郡2波

節1欄のxのtlltを代入してもとめた Yは.那7欄の

expectedprobitとお55むね一致している.すなわち

∂CのtIltが きわめて小さく, 祁正された r]然鞄死叫

10.3と, さきに暫定的にもうけられた C-10とほと

んど抑 出してJ3らず,これ以上の祁IE計罪をおこなう

必班がないと判断される.もし C+∂CのLLlは さきの

Cとがかなり和迩している場令は,計印からもとめら

れたYの値を.あらたに expectedprobitとして節

2回目の補正計許をおこない,必要ある場合にはさら

にその上の祁正対許をおこなわなければならないこと

はいうまでもない.こうしたくりかえしをおこなって

行けば,終局にはβCは0となるはずである.

つぎに実験fLrtと計刑 (ほ の適介性の検定はつぎの式

にしめすような式によって22枚起される.

x2=Sw-aSxy一 了等 sx･y

なおここで.この度の試験には対照実験がおこなわれ

ているから, .I.lq･過に計許される偶差の平方和 Syyに,

さらに ne(C-C)2/C(1-C)をくわえておかなければ

ならない.自由皮nは.純処Ft!対照区をもすべて有効

槻nTJ恭量階級とかぞえて,それからパラメーターG.

bおよびCの3をさしひいた数をあてればよい.詔｢印

のt.lil杜は

zf(6)=186.65-4.2502×43･726-0･00341

×(-280.767)

-1.77

とな[).'I.'古い適合性をみとめることができる.bの分

l糾よさきにしめしたvl1-0.1137240,8C/(1-C)の分

l附よve3-0.0003886,bと∂C/(1-C)の共分散は V12

=0.0025733で.したがってbおよびCの標準誤差は,

つぎのようにかくことができる.

S.E.(a)-I/0.1137240- 士0.3372

S.E.(C)-0.901/0.0003886- 土0.0178

ここでCは,勿.論hn了T7.されたCすなわち C+∂C であ

る.故に
∂-4.2502土0.3372

C-10.31土:1.7800'

つざに刈放Ill化でしめされたrlliJミ致死灘R logLD60

は.つぎの式によってあたえ[>れろ.

lll-(5-L7)/a

-(5-0.2862)./4.2502

-1.10908

mのvarianceをもとめるための近似式は,つぎのご

とくである.

V(m)--b12+sti･k･2V(了覧 )12(m-A)･i･

co中 一等 ト (m-x-)2V(b)]

(1.10908-1.1681)×1.7369×0.0025733

+(I.10908-I.1681)2×0.1137240〕-0.00037195

こが tJIJJ'机である 土0.01928がfJT仰.7T抑 であるが,m

の5%の仰 郡は好をきめる耶にこれをもちいることは

できない.しかしながら

a- L2V(b)/b2-1.962×0.1137240/4.25022=0･024181

で, このgな竹入したつぎのユ1によって. il:.しい m

のL朋珊!非がもとめられることを Finney8)ほしるし

ている. ここでLは n=…,Pr-0.05のときのLの

約1.96をももいる.

桝+謀 -p-竺 !b:崇 〕土 品tr(A)

/〔-sku･E･'ZV(了等 )-2(m一･%)･%'Cov

tb･了等ト (m一･i)2V(b)-gt31-W･･%･2V(了等 )

柔,2Cou2fb･了等
t'(A)

-1･10908十一1-!･.Q.･2.421i81181･〔1I10908-1･1681

1.96

J〔.761:-.-i･1･73692×0･0003886-2(1･10908-1･168n

xl.7369×0.0025733+(1.10908-1.1681)2

･o･1137240-0･024181Lifk +1･73692×0･0003886
1.73692×0.00257732

0.1137240 )〕
1.106644土0.102267

これから対数叩位で しめされた中央致死薬量は,

1.106644土0.102267とかきあらわすことができるが,
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これは計算の最初に負数をなくして,その操作を便利

にするために2が加えられているから,これから2を

ひいた -0.893356(-0.791089--0.995623)が対数

単位でしめされた実際の中央致死薬量と,その信頼限

界である. これを矢数Iti位になおす とその LD50は

0.12783(0.16177-0.10101)〃g/♀ となる.

同様にして豆腐拍培誠によって飼育したそれについ

てえられた,節1表後半の実験成鍬 こついて3回まで

祁正計非を行なった結果は,自然の苑死率 C′-6･3と

なり,えられた薬昆一致死率宙線の回付方程式は Y-

-0.2281+4.5817∫となった.適合性の検定をおこな

った紙恥は x2(い-3.05の位がえられた.そして対数

Iti位をもってしめされた中央致死薬虫は,

m=1.14108

となった.さきに負数をなくして計界を便利にするた

めにくわえられた2.00をひいて,これを実数qi位にな

おすと 0.13838FLg/♀ となる.これからCSMA培基

で飼育したイエバェと,豆固相培益で飼育したそれと

の, malathion に対する感受性の相対値をもとめる

と.

M-桝0-m0-1.10908-1.14108-0.03200

となり.γ(〟)をもとめて検定するまでもなく,両者

の感受性はほとんど同一であると結諭してさしつかえ

ないであろう.

摘 要

1.CSMA 培)1と立囚氾培基でその幼虫期を飼育し

たイエバエの,雌成虫の malathionに対する感受性

を滴下法によって比較した.

2.自然の粒死串Cを推定して実験結果を解析し,そ

れから中央致死薬袋をもとめるFinneyの方法にした

がってえられた結果を整理した.

3.CSMA 培基および豆腐拍培基で飼育したイエバ

エに対する,malathionの LD6.描,それぞれ 0.12

783.0.13838′′g/♀ となり,両者のもつ感受性の間に

はイJ忠の芸ミ只なみとめることはできなかった.
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SummAry

Themalathiom･susceptibilityofthe common

houseflies.MuscadomesiicazJicinaMacq.,reared

ontheCSMAculturemediumwascomparedwith

thatofthefliesrearedonthe小Okara"culture

medium. Theexperlmentaldataobtainedwere

adjustedforamortalityrateamonguntreated

controlsandanalysedbytheprobitmethodde･

scribedbyFinney.Nosignificantdifferencewas

recognizedbetweenmalathion･susceptibilitiesof

thehousefliesrearedontheCSMA and the

"Okara"culturemedia.TheLD60'sofmalathion

calculatedwere0.12783/Lg/?fortheformerand

0.13838〃g/♀ forthelatterflies.

抄

雌イエJtエ (MuaCadomeBtJ'caLinneAu8)に対

する摂食刺激剤

FeedingStimulantsfortheFemaleHouseFly,

MuscadomesticaLinneaus.W.E.Robbins,

M.∫.Thompson,T.Yamamoto and T.∫.
Shortino,Science147,628,1965

イエバエを半合成的な飼料で飼育する場合,それに

酎母の加水分解物を添加すると,食餌がイエバエに対
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録

して-IFl誘引的になるようにみえた.この効米が.捕

引札 あるいは択食刺激剤,あるいはTLq新のlTj:在に兆

囚するものであ71)かどうかと決めるために,次のよう

な実験を行った.円形波紙を酢母加水分離物の溶紋に

浸流し,それをイエバエの邪の巾に田いたが.誘引性

は示さなかった.しかし油紙と接触したイエバエは吻

を伸ばしてはげしく食物を摂収した.そして数分のう

ちに一団のイエバエが拍紙上に張ってきた.しかもこ


